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全身の健康維持管理のためには 【健康の源が食事にある】という事は、今更取り立てて

言 う程ではないでしょう。 最近は「食育Jと いう言葉もあるくらいです。 どんなもの

をどのようにいつ食べるかは、人のよつて個人差のあることでしょうし、「何を食べようが

好きなものを好きな時に食べたいJと いう個人的な要求もあることでしょう。

しかし、最近の現代人は、日本人本来の遺伝的体質や、日本文化や日本の風土に合った

食生活から大きく変化した食生活をしてきています。欧米化した生活スタイルの変化は、

現代人の平均寿命の延長を得た代わりに、体質の変化や成人病の増加、若年化傾向、癌や

腫瘍などの発症率増加や乳癌などの若年化を招いてきているということも言われています。

お国の中の変化でも、顎の骨 (歯槽骨)の発育不足による歯列不正 (歯並びの悪さ)や

咬合不全 (咬み合せが悪い)が、毎日の臨床で最近の学童や若い世代の方々には多いと感

じます。 さらに永久歯 (大人の歯)の先天性欠損 (生まれながらに歯の数が足りない)
や、第 3大臼歯 (一番奥の大きな臼歯 「親知らずJ)が通常 4木あるはずが足りない、4本

とも無い、ということも、ここ10年以上で多く見られるように感じます。

今後将来に向けて、日本の人々の体型や体質の変化がどのような問題を引き起こし、ど

のような結果をもたらすかは、あまり予想したくはありませんが、今までの経過を見ても

確実に欧米のような社会問題と健康被害が起きてくることは予想されます。

口腔環境においても、それは言えると思われます。 国民の口腔衛生への意識の改善と

科医療機関の増加により虫歯は減少傾向となり、虫歯で歯を抜かれることも少なくなった

事で、8020運 動(80歳で 20本の歯を残そう)に向けての残存歯数の成績は向上してきて
います。  しかし、歯周病 (歯肉炎、歯槽膿漏)や、咬合病(一部の咬合不全による力の影

響や咬合からの外傷)での喪失歯は、まだ今後の大きな課題であると思われます。 歯列不

正や咬合不全の患者さんは、現在も多く見受けられます。 そのような口腔環境をお持ち
の方々の治療を長きに波り(10～ 20年くらい)診 させていただいた結果、やはり高齢者に

なつてから歯周病に罹患してもなかなか改善しない上、歯根破折なども伴い抜歯に至るこ

とで歯を失っていきます。 結果から見えてくることは、歯が多く残つている方々は、歯

列も比較的綺麗な歯列で、咬合のバランスも全体的にとれていて特定の歯に咬合力が集中

していない方々のように思われます。歯の欠損放置 (歯が抜けたまま)は、咬合不全と残

存歯への負担荷重が増す事で歯の寿命が、より短くなる要因となります。 (つづく) (院
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口臓向環境こ全身への影響
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